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 その上で、残された課題を指摘しておきたい。第 1 に、
インフォーマル経済の枠組についてである。本書では、










 第 2 に、都市下層民に影響を及ぼすバンコク経済との
関連についてである。本書は、ミクロとマクロの相互作
用が強調されているものの、本書でいうマクロが世界経
済から国民経済、地域経済までを含む曖昧な範疇である
ことに加え、収録内容はミクロな都市下層民分析に絞ら
れるため、マクロな都市経済の姿は十分解明されたとは
いえない。都市を生きる下層民は、仕事や居住場所を自
由に選択しているわけではない。分析の柱である職業と
居住との関連でいえば、都心の業務空間化や郊外の工場
再編等に伴う地域労働市場の変動であったり、スラムに
押し込まれる土地・住宅市場の動向に大きく規定される。
したがって、下層民の営みを明らかにするには、人々の
営み（ミクロ）の内部分析だけでは限界があり、都市構
造を前提にすることによってはじめて、都市を土台で支
える人々の営みや社会的不平等を鮮明に描写することが
できるのではないだろうか。 
 最後に、マクロとミクロの間に位置するコミュニティ
の意義についてである。本書では詳細な観察によりコミ
ュニティの複合的機能が指摘される一方、コミュニティ
を維持・再生産する住民組織や住民間協力の分析が希薄
であり、セルフヘルプ住宅建設をめぐる組織的取組は補
論的位置づけである。ソーシャルキャピタル論等の「安
上がりの」コミュニティ開発に対する著者の批判は理解
できるが、住民組織がなければ、リスク対応はリソース
の多寡に規定された個人の自己責任に帰着することにな
ろう。ミクロの生存戦略の限界を克服するには、住民自
身でコミュニティのあり方を模索し、政府に権利要求し
ていくメゾレベルの住民組織が不可欠であり、ここから
マクロ構造の変革に向けた展望へとつながっていくよう
に思われる。 
 以上より、本書は都市という厳しい現実を生きるミク
ロな主体をリアルに描き出すことに成功した反面、マク
ロやメゾといった都市を生きる人々をとりまくバンコク
の全体像については、依然不明のままである。本書の中
には、こうした課題にまつわる分析の萌芽がちりばめら
れていることから、近いうちに著者は我々の期待に応え
てくれることだろう。 
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